
 

日本気象学会関西支部 2016 年度理事会・支部総会議事録、年会報告 

 

○理事会議事録 

・日時：2016 年 6 月 25 日 11 時～ 

・場所：エル・おおさか（7 階 701 号室） 

・出席者：土井常任理事、向川常任理事、石岡常任理事、大澤常任理事、難波常任理事、

佐藤常任理事、春海常任理事、井上地区理事（近畿）、多田地区理事（近畿）、

岩田地区理事（中国）、三登地区理事（中国）、佐々地区理事（四国地区）、久保

会計監査、井口幹事、関野幹事、山田幹事 

・司会：春海常任理事 

  

１．第 32 期常任理事挨拶 

向川支部長代理から開会の挨拶をいただいた。 

 

２．役員の補充、第 32 期役員 

 4 月期の異動に伴う第 31 期の役員交代として、向川常任理事の推薦により後任者が選

出された旨の報告を行なった。 

次に、4 月に第 32 期役員選挙が行なわれ、立候補者が定数内であったために無投票で

立候補者が当選となった旨報告された。また、第 32 期の常任理事の中から、土井常任理

事が支部長に就任することが、理事全員により承認された。 

 

３．総会資料の検討 

 以下の議案について各理事より報告や提案があり、全ての議案について全会一致で承

認された。 

３－１．2015 年度事業報告 

「議案 1 2015 年度事業報告」については、時間短縮のため事前の書面確認により

説明を省略し、意見のみを求めたが特段の発言無し。 

３－２．2015 年度収支決算報告 

 「議案 2 2015 年度収支決算」について、佐藤常任理事の代理として山田幹事より

報告があった。 

３－３．2015 年度会計監査報告 

 「議案 3 2015 年度会計監査報告」について、会計監査の久保氏より報告があった。 

３－４．2016 年度事業計画 

「議案 4 2016 年度事業計画案審議」について、春海常任理事、向川常任理事、大

澤常任理事より提案があり、審議を行った。今年度取り組む教育活動の拡充について

は、昨年度の取組みを継続することとし、夏季大学の開催日に同じ会場において気象



 

関係合同説明会も開催することが了承された。例会での高校生による研究発表の受け

入れについては、佐々四国地区理事からも前向きに取り組みたい旨の発言があった。 

３－５．2016 年度予算案 

 「議案 5 2016 年度予算案審議」について、佐藤常任理事の代理である山田幹事よ

り提案があり、審議を行った。一般会計の支出については、夏季大学等で利用してい

るノートパソコンのサポートが終了することから、購入経費の計上が了承された。ま

た、支部活動強化基金の支出については、気象関係合同進路説明会の説明者用旅費と

して、今年度新規に計上することが了承された。 

３－６．2016 年度予算案 

４．支部総会の廃止と年会の休止について 

 近年の支部総会の開催状況及び年会での発表応募状況を鑑み、今後の総会・年会のあ

り方について常任理事会で検討を進めた。その結果、2017 年度以降支部総会を廃止、

年会は休止して年 3 回開催している例会に集約する方針をまとめ、支部会員の意見を募

った。募集した意見には反対意見は特に無かったことから、本方針を本総会で諮ること

が了承された。 

５．その他 

 例会活性化の一つとして、特別講演等のイベントの充実について、理事の中で意見交

換を行った。 

 

○総会議事録 

・日時：2016 年 6 月 25 日 13 時～ 

・場所：エル・おおさか（7 階 701 号室） 

・出席者：土井常任理事、向川常任理事、石岡常任理事、大澤常任理事、難波常任理事、

佐藤常任理事、春海常任理事、井上地区理事（近畿）、多田地区理事（近畿）、

岩田地区理事（中国）、三登地区理事（中国）、佐々地区理事（四国地区）、久保

会計監査、井口幹事、関野幹事、山田幹事 

・司会：春海常任理事 

 

１．開会 

 日本気象学会関西支部 2016 年度総会の開会が春海常任理事より宣言された。 

 

２．総会成立審査 

総会が成立するには、関西支部の個人会員数 474 名のうち、三分の一にあたる 158 名

以上の参加が必要である。参加票により議決権の代理行使または意思表示を行なった個人

会員数が 273 名、総会参加の会員数が 17 名であり、合計で 290 名の参加があり、日本気

象学会関西支部規約第 14 条及び日本気象学会定款 17 条により、総会が成立となった。 



 

３．役員紹介 

  総会資料の報告に従って、役員の紹介が行われた。 

 

４．第 32 期支部長挨拶 

  2016 年度総会の開催にあたり、土井支部長より挨拶を行った。 

 

５．議長選出並びに議長挨拶 

 総会の議事を進めるにあたって、議長の選出を行った。総会参加者から堀内氏の立候補

があり、堀内氏を議長として議事を進めることとなった。 

 

６．議案 

 以下の議案について各理事より報告や提案があり、全ての議題の説明終了後に各議題

について議決を行い、全議題とも賛成多数で承認された。 

６－１．2015 年度事業報告 

「議案 1 2015 年度事業報告」について、春海常任理事より報告があった。 

６－２．2015 年度収支決算 

 「議案 2 2015 年度収支決算」について、佐藤常任理事より報告があった。 

６－３．2015 年度会計監査報告 

 「議案 3 2015 年度会計監査報告」について、会計監査の久保氏より報告があった。 

６－４．2016 年度事業計画案審議 

「議案 4 2016 年度事業計画案審議」について、春海常任理事、向川常任理事、大

澤常任理事より提案があり、審議を行った。議長から、気象サイエンスカフェについ

て、具体的な取組み内容について数点質問があった。 

６－５．2016 年度予算案審議 

 「議案 5 2016 年度収支予算案審議」について、佐藤常任理事より提案があり、審

議を行った。 

６－６．支部総会の廃止と年会の休止について 

 「議案 6 支部総会の廃止と年会の休止について」について、向川常任理事より提案

があり、審議を行った。議長から、「議案 6 については規約改正も含めたものか」との

質問があり、理事会から「詳細は本部理事会との調整が必要だが、改正の方針につい

ては議案 6 で審議いただく」旨説明を行なった。 

 

７．議案 6 に関する規約の変更について 

 具体的な規約の変更については、日本気象学会定款に準じて行うことになる。定款には、

「定款の変更には、総社員の半数以上であって、総社員の議決権の 3 分の 2 以上に当たる

多数をもって行う」と定められている。支部規約の変更がこれにあたるかどうかは、理事



 

会から本部事務局に確認の上、具体的作業について引き続き検討することが確認された。 

 

８．議長解任 

 全ての議題の審議終了後、拍手を持って議長の解任を行った。 

 

９．閉会 

 春海常任理事より閉会が宣言され、日本気象学会関西支部 2016 年度総会が閉会となっ

た。 

 

 

○年会報告 

 日本気象学会関西支部 2016 年度理事会及び総会終了後、同じ会場において、年会を開

催する予定であったが、発表応募が無かったことから、今年度の開催は見送りこととした。 


